






















サポートも重要な任務となり

ます。海外で働く上で大切な

ことは、オープンマインドと

柔軟性。社会そのものを変える

ことはできないので、その中で

どうすればクライアントや現地

の社員に価値を提供できるかを、徹底して考え行動

する。それが自己成長につながるのではないでしょ

うか」

　榎本は2006年に入社してパーソナル営業部門の姫路

支店で4年、コマーシャル営業部門の東京本店に異動

して4年後、インドネシアのジャカルタに赴任する。

　バブル崩壊直後に入社した鍋嶋は、一貫して損害サー

ビス部門を歩んできた。国内、ニューヨーク、ロサンゼルス

と多彩な場所を経験。初めての海外赴任は、2003年の

ニューヨーク。3年後にロサンゼルスに異動し、4年後に

帰国して国内で7年勤務した後、再びニューヨークに赴

任する。

　「入社前から、いつか海外で働きたいという希望はあ

りました。ただ、海外で活躍するには、まずしっかりと仕

事を覚える必要があると考えました。入社して賠償責任

保険を中心に、東京や神戸で損害サービスの業務を

自分のものにし、ニューヨークに渡りました。アメリカは

訴訟社会です。自分の過失で自動車事故を起こしたと

しても、タイヤが悪い、ブレーキ

が弱いなどと訴えます。訴え

られたメーカーは、膨大な資料や

エンジニアの証言から安全性

を立証しなければなりません。

訴訟の防御とクライアントの

海外、挑戦、壁、そして克服する歓び。
成長できるフィールドのすべてが、ここにある。
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海外で働く上で大切なことは、
オープンマインドと柔軟性

様々な壁を乗り越え、50歳の
部下から「最高の上司」と称賛

国内損害サービス部門やアメリカでの長い海外

駐在経験を経て、現在は人事部でグループ全体

の成長を支える人材の育成や、グローバル体制

の強化という重責を担う鍋嶋。インドネシアの

ジャカルタで自動車マーケットにおける新たな

ビジネスモデルの構築や、約40億円の大規模

損害対応をはじめ数々の実績をあげた榎本。

グローバルな舞台で重ねた経験は、それぞれの

キャリアに大きな影響をもたらした。二人の

経験から見える東京海上日動の「成長できる

フィールド」とは？
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